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〔現状〕 

 病床数の多い病院を中心に電子カルテ
やオーダリングシステムが普及している 

  400床以上の病院 ：  

   電子カルテ  38.8％（2008年）→57.3％（2011年） 

   オーダリングシステム 82.4％（2008年）→86.6％（2011年） 

 レセプトのオンライン請求の普及により、 
 データが活用できる基盤が構築されている 
   レセプトオンライン化率： 病院99.9%、調剤99.9% 

 

現状と今後の課題 

〔今後の課題〕 

 医療機関等の連携 

 地域の医療機関の機能分化と連携を更に推進するため、 
  病院・診療所・薬局等をネットワーク回線で結び、診療情 
  報（画像、検査、処方等）を共有する取組みを普及させる 

 保険者による情報活用 

保険者による加入者の健康づくりや医療費適正化の取組を
推進するため、保険者のデータ活用を促進する 

 患者本人による情報活用 

 患者本人が自発的な健康増進のために情報を活用でき 
  るよう検討 

必要となる取組 

医療情報連携ネットワーク 
の普及 

 ■ 効率的で質の高い医療サービスを提供するためには、情報化は必要不可欠。 
 ■ 医療関係者や患者等がメリットを実感出来る形で、医療のICT化を推進していく。 

保険者のデータ活用の 
好事例の横展開 

患者本人による健康情報の
管理・活用方策の検討 

医療データの標準化の推進、医療関係者の認証基盤等 

医療ICT化の推進 



 
 

《背景と目的》 
・ 地域医療を担う医療機関の機能分化と連携が課題となっているが、その充実や効率化のため、
病院・診療所間の切れ目のない医療情報連携が重要となってきている。 

・ これらの課題に対応するため、地域医療連携において、医療機関相互に医療情報が参照可能と
なるよう、診療システムの主要なデータを標準的な形式で蓄積し、情報共有するための基盤整備
を行う。 

 

《期待される効果》 
・ 連携医療機関がそれぞれデータを外部保存するため、相互に参照が可能で、より緊密な医療情
報連携が可能となる。 

・ 重複検査や過剰な薬剤投与等の削減  
・ 外部保存に標準的な形式を用いるため、各医療機関がどの企業のシステムを使っていても医療
情報連携に参加でき、また、システム改修費や運用費は最小限に抑えられる。 

 

 

 
○ 今後、医療・介護間の連
携が重要となることから、
モバイル端末やセンサー
技術等を活用し、在宅医
療・介護に携わる多職種間
で情報を安全かつ効率的
に共有するための技術検
証を実施。（モバイルヘル
スの推進） 

 医療情報連携ネットワークの普及推進 在宅医療・介護間の 
連携システムの確立 

地域医療情報連携基盤 

診療所 

地域中核病院 

介護サービス施設 

薬局 

病院・診療所 

調剤薬局 

患者宅 

患者 

ICTを活用した効率的・効果的な医療・介護サービスの提供 
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あじさいネット（長崎） 

長崎県全域での医療の機能分担を進め地域全体での診療の質を向上 
目 的 

○特徴 
・県内14の中核病院、11の調剤薬局、133の診療所というN対N連携を実現した国内最大規模の広域医療体制 
・富士通のデータセンターを活用し、他社ネットワークとの相互連携を実現【マルチベンダーネットワークを実現】 
○運営主体 
・あじさいネットでは、ＮＰＯ法人を設立して運用管理。 

長崎医療センター 

光晴会病院 十善会病院 
長崎市立市民病院 井上病院 

長崎北病院 長崎川棚医療ｾﾝﾀｰ 

11の調剤薬局 

133の診療所 

ポータル 

富士通データセンター 

済生会長崎病院 

大村市民病院 

長崎原爆病院 

長崎大学病院 
聖ﾌﾗﾝｼｽｺ病院 

長崎記念病院 

上五島病院 

他社ネットワーク 

14の中核病院 

・1回のログインで   
 全病院の情報参照 
 可能 
・連携総患者数 
 18,000人以上 
 

診療所 診療所 

診療所 
診療所 

調剤薬局 

長崎川棚医療センター(310床) 

光晴会病院(179床) 

十善会病院(193床) 

★長崎大学病院(869床) 

長崎市立市民病院(414床) 

★長崎原爆病院(360床) 

済生会長崎病院(205床) ★ 
聖フランシスコ病院(220床) ★ 

井上病院(112床) 
★長崎記念病院(304床) 

長崎北病院(200床) 

★上五島病院 
(186床) 

★他社電子カルテ 

あじさいネット 

NPO法人 
長崎地域医療連携ネットワークシステム協議会 

当初は医師会が中心となって 
県全域の医療連携を図る 

長崎県 

大村市民病院(284床) ★ 

長崎医療センター(650床) 
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地域医療ネットワークの例（１） 



地域医療ネットワークの例（２） 
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